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最近の道内産業経済動向
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●個人消費は引き続き低調
��月の大型小売店販売 (既存店) は､ 冬物衣料の動きが鈍かったことに加え､ 日ハムＶ
セール (�年連続) の効果が薄れたこと等から前年比▲���％と�カ月連続で前年割れ｡
なお､ ��月は､ 下旬の気温低下から冬物衣料に動きがみられた模様｡ 乗用車販売 (��月)
は､�年	カ月ぶりにプラス (前年比���％増)｡ 小型車､ 軽自動車の前年割れが続く中､
普通車 (新車投入効果等から
カ月連続プラス) がけん引した｡
●住宅着工は引き続き大幅減､ 民間設備投資は底堅い

住宅着工戸数 (��月) は､ 建築基準法改正の影響持続を主因に､ 前年比▲����％と�カ
月連続で前年割れ (
－��月累計：同▲����％)｡ 持家のマイナス幅は縮小したものの､ 貸
家､ 分譲住宅は引き続き大幅減｡ 民間設備投資は､ 道外大手企業やエネルギー関連企業を
中心に､ 能力増強､ 効率化に向け底堅い動き｡�月の民間建築物着工床面積 (非居住用)
は､�カ月連続で前年を下回った (
－�月累計：同▲����％)｡ 公共工事請負額 (��月)
は､ 国の発注増から前年比�
��％増 (
－��月累計：同▲���％)｡ ��月もプラスとなった
模様だが､ 基調は弱いまま｡
●製造業生産は概ね横ばい

��月の鉱工業生産指数 (季調済) は､ 前月比▲��
％と�カ月ぶりに低下｡ 電気機械 (水

晶振動子) や輸送機械 (自動変速機) などが
上昇したものの､ 金属製品 (橋りょう､ 鉄塔)､
食料品 (冷凍調理食品) などが低下した｡ な
お､ 前年比では���％上昇｡
●観光は海外客を除き入込み低調

��月の来道者数 (除く海外からの直行便)
は､ 前年 (航空運賃の割引キャンペーンによ
る旅客増) の反動等から前年比▲���％と�

カ月連続で前年を下回った (
－��月累計：
同▲���％)｡ 東アジアを中心とする海外客は
増加基調維持｡
●雇用情勢は弱含み

有効求人倍率 (��月) は､ ����倍 (常用)
と�カ月連続で前年を下回った (����ポイン
ト低下)｡ 新規求人数は､ 情報通信､ 医療・
福祉等一部業種を除き総じて減少｡

� jkKlm 調査ニュース ������

鉱工業生産指数
(����年＝���､ 季節調整済み)

輸送機械

鉄鋼

金属製品

����年 ����年

(資料) 北海道経済産業局
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□道内経済､ 足元の主なプラス・マイナス材料

○道内経済の足元では､ 財政緊縮､ 原材料・燃油価格上昇の影響が強まっているほか､ 建築基準法改正
に伴う住宅着工減など一時的な逆風も吹いている｡ また､ これまで堅調に推移してきた世界・国内景
気の減速も懸念される｡ 足元の主なプラス材料､ マイナス・懸念材料をまとめると以下の通り｡

プラス
材 料

① 世界・国内景気の堅調さ
・道外大手企業を中心とした設備投資の底堅さ (道内企業は依然慎重)｡
・輸出の好調持続 (足元の伸び率はやや鈍化)｡
・海外からの観光客が増加基調を維持 (国内からの観光客は減少)｡
②“食”を代表とする北海道ブランドの人気
・道産米の道外外食産業等での需要増､ 長いものアジア向け需要増､ 各地域での地域ブラン
ドづくり活発化など｡

③ 退職者増加による消費押し上げ・雇用増
・退職所得増加による旅行や住宅等への支出増､ 退職者補充を目的とした求人増 (ただし､
まだ本格化せず)｡

④ ��年の北海道洞爺湖サミットに向けた国内外からの関心の高まり

マイナス・
懸念材料

① 建築基準法改正に伴う混乱 (来春には一段落､ 反動増が見込まれる)
・マンションを中心とする住宅着工の大幅な減少｡
・非住宅でも着工遅れ､ 設備投資にマイナス｡
② 原材料・燃料価格上昇による企業・家計への打撃
・原燃料価格上昇によるコスト上昇､ 一部業種での価格転嫁遅れ｡
・家計の灯油・ガソリン負担増に伴う実質消費の減少 (他の消費を節約)｡
③ 財政緊縮による需要減
・公共工事の減少基調持続｡
・地方財政悪化に伴う公務員給与の引下げ｡
④ サブプライムローン問題等を背景にした世界経済・国内景気の減速懸念
・米国､ 国内の景気減速に伴う､ マイナスの波及効果への懸念｡

□主要経済指標でみる北海道経済 (前年比伸び率・％)
年度・四半期・月・累計 �� �� �����－�� ����－	 
－� �－� � �� 
－��

消費 大型小売店販売額(既存店)
乗用車販売台数 (含む軽)
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建設 新 設 住 宅 着 工 戸 数
うち持家
うち貸家
うち分譲

(うち分譲マンション)
札幌市住宅建築確認件数(戸数)
前払い保証工事請負額
民間建築物着工床面積(非居住用)
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生産 鉱工業生産指数 (原指数)

(季調済み･前期､前月比)
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雇用 ※有効求人倍率(常用､前年差) ＋�
�	 �
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�� ▲�
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�� ▲�
�	 ▲�
�	 ▲�
�� ▲�
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※大型小売店�－��月累計は全店ベース｡ 有効求人倍率は前年差・ポイント
(資料) 各種公表資料､ヒアリングによる｡
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���� シリーズ①

農業が基幹産業の一つである北海道は国内の食料供給基地だ｡ 既存産業としての農業の底

上げ､ 一次産品の高付加価値化は､ 道内経済活性化のための重要な要素であり､ 本道が安心

安全な農畜産物(含む加工品)を安定供給する役割は今後益々大きくなると思われる｡そこで､

｢農業｣と ｢食｣にスポットを当て､道内における動向・トピックス等をシリーズで紹介する｡

農家の高齢化・後継者不足等を背景に農
家戸数は減少傾向を辿っている｡ こうした
中､ ｢畜産｣ や ｢米麦作｣ の業態を中心に､
｢農業生産法人｣ が全国的に着実な増加を
見せており､ 道内でもここ数年､ 毎年約���

法人ずつの増加が続いている｡

経営の規模拡大や多角化を後押し
｢農業生産法人｣ とは､ 農地法で規定さ

れている呼び名で､ 農業法人 (農業を事業
目的とした法人の総称) のうち､ 農地に関
する権利の取得が認められる法人を指す｡
法人化は､ ①経営管理面 (家計と経営の分
離による経営意識の向上)､ ②信用・資金
調達面 (明確な財務管理や法定義務履行に
伴う対外信用力の向上)､ ③雇用面 (給与
制や休日制､ 社会保険の導入による求人力
の向上) 等でメリットがある｡ 増加の背景
は､ こうしたメリットを生かすことで､ 経
営の規模拡大や多角化等がより進め易くな
る点にあるようだ｡

本道の法人数は全国最多
道内の農業生産法人は､ 平成に入って順

調に増加(特に直近�年間は毎年約���法人

ずつ増加)｡ ��年�月現在では全国最多の
����	法人 (全国シェア�
��％) となってい
る｡ 内訳を経営形態別に見ると､ ｢畜産｣
のウェートが�
��％と､ 全国 (����％) に
比べて圧倒的に大きい｡“国内最大の馬産
地”という地域背景から､ 競走馬を生産す
る法人 (業態分類 ｢軽種馬｣) の数が
�	

(畜産の�割強､ 総体の�割) に上り､ こ
れがウェートを大きく押上げている格好だ｡
なお､ 経営規模の面では､ ��年前と比べる
と､ 	���以上の割合が��	ポイント (うち
�����以上では	��ポイント) 上昇｡ 法人数
の増加とともに規模の拡大傾向もはっきり
と窺える｡

農業生産法人は､ 担い手確保面に加え､
生産物の加工等による高付加価値化やブラ
ンド化など事業展開力でも大きな可能性を
秘めている｡ 農家単体､ 複数農家の連携､
異業種からの参入など､ 多様な形態により
今後も増加が見込まれ､ 農業経営体として
の存在感はさらに高まっていくことだろう｡

(黒瀧 隆司)

道内における総農家戸数と農業生産法人数の推移

(資料) 農林水産省 ｢農林業センサス｣､ 北海道農政部
(注) 法人数は各年�月�日現在､ 農家戸数は各年�月�日現在｡

� ����� 調査ニュース ������

担い手確保や新たな事業展開に向けて存在感が高まる｢農業生産法人｣
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���� シリーズ②

減少が続く国内生乳生産量
国内の生乳生産量は�����万ｔ(��年度)｡

��年前の����年度と比較すると､ ���％
(��万	) も減少している｡ これは､ 用途別
で
割弱を占める飲用乳向け処理の減少量
にほぼ一致しており､ 牛乳などの消費低迷
が生乳生産量の減少につながっている｡ 一
方､ うち道内生産量は�����万ｔと､ ��年
度比では���％ (�
万	) 増加｡ 飲用向けに
比べて乳価の低い乳製品向け処理ウェート
(�割強) が大きい点も関係しているとみ
られる｡ ただし､ ��年度以降は減少傾向｡
北海道の生乳生産シェアは全国の約半分
(
���％) を占めており､ 国内生乳需要の
減少が､ 道内の生産量や処理用途に与える
影響は決して小さくないようだ｡

��万ｔの生乳処理需要を押し上げ
こうした中､ ナチュラルチーズの国内消

費需要が好調に推移していることを背景に､
道内でチーズ工場新増設の動きが相次いで
いる｡ 既に､ 雪印乳業 (中標津町､ 年間最
大生乳処理能力��万ｔ以上) が��年��月か
ら稼動を開始｡ また､ 明治乳業 (芽室町､
同��万ｔ)､ 森永乳業 (別海町､増設分同


万ｔ) は､ ともに��年春の操業を予定｡ 一
気に年間最大で��万ｔの処理能力 (道内生
乳生産量の����％に相当､チーズ製品ベース
では��分の�の�万ｔ程度)が増強される｡

道産ブランド発信への期待
��万	の処理需要増に対して実際の生乳

生産量がどの程度増加するか､ 未知数の部
分があるのも確か｡ 牛の対応力 (急な乳量

増に難)､ 他の乳製品向け用途からのシフ
ト､ 酪農家のマインド (乳価動向等) など､
様々な要素が関わるからだ｡ しかし､ 北海
道で搾られた安心・安全､ かつ､ 生産者が
見える生乳に付加価値を付けた道産ナチュ
ラルチーズが広く供給される意義は大きい｡
生乳需要増を通し､ 生産調整解消が図られ
るとともに､ 新たな道産ブランドの発信と
いう点で､ 観光や外食産業などへ波及の輪
が広がることにも期待したい｡

(黒瀧 隆司)

生乳生産量と主要用途別処理量の推移

����� 調査ニュース ������ �

チーズ工場新増設で期待される生乳需要増

��年�月､ 道内で生乳約���ｔが余剰乳として廃棄処分を余儀なくされたことは記憶に新
しい｡ 生乳需要の減少により搾った生乳が処理しきれなくなったためだ｡ ��年度の道内は前
年比プラス計画となったものの､ 全国ベースで見ると､ 生産調整の流れは変わっていない｡
こうした中､ 大手乳業メーカーが相次いで道内にチーズ工場の大型設備投資に着手｡ 道産生
乳の需要増に期待がかかっている｡

■

�

���

���

���

���

���

	��


��

���

���

���	�
 �� �������� �� �� �� �� �	年度

▲

(万ｔ)

う
ち
道
内

全
国
・
牛
乳
等
向
け
処
理
量

道
内
・
乳
製
品
向
け
処
理
量

全国生乳生産量

(資料) 農林水産省 ｢牛乳乳製品統計｣



グラフで見る����年道内経済の回顧

①大型小売店売上高 (全店) ②新設住宅着工戸数

(資料：経済産業省､北海道経済産業局) (資料：国土交通省)

③民間建築物着工床面積 (非居住用) ④前払保証工事請負金額

(資料：国土交通省) (資料：北海道建設業信用保証)

⑤消費者物価指数 (除く生鮮) ⑥有効求人倍率 (全数)

(資料：総務省､北海道) (資料：厚生労働省､北海道労働局)

⑦鉱工業生産指数 (季節調整済) ⑧日銀短観・業況判断ＤＩ (全産業)

(資料：経済産業省､北海道経済産業局) (資料：日本銀行)
※四半期 (�・�・�・��) 毎の調査｡ �����は����時点の予測｡
※�����より調査対象先見直し (対象企業数増加)

� ����� 調査ニュース ���	��

全 国
北海道

■

(����年＝���)
�月をピークに
低下も夏以降は
概ね横ばい｡ 輸
送機械など道外
需要関連の高水
準維持が下支え｡

春以降小幅な改善がみられるも足
元は足踏み｡ 新規求人数は前年割
れが続いている｡

原燃料コスト上
昇による収益下
押し・国内景気
ペースダウン等
の懸念を映じ､
夏場以降は先行
きに慎重な見方
広がる｡

�－�月累計では前
年比�割弱の減少｡
製造業・医療福祉
関連等での減少が
目立つ｡

石油製品価格高騰に伴い､ エネルギー
関連の寄与が大きい道内は上昇幅が
拡大傾向｡
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�� � � �� 年／月��／� ��／�

(倍･ 季調値)
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� � �� � � �� 年／月��／� ��／�

一時的増加はあるものの､ 財政
の制約による発注減からマイナ
ス基調｡

建築基準法改正が
大きく影響｡ �月
は駆け込みで着工
増も�月以降は大
幅前年割れ｡

�月は夏物セー
ル前倒し効果で
割れ幅圧縮 (既
存店はプラス)
も､�月は反動で
大幅減｡ マイナ
ス幅は拡大傾向｡

予
測



����

����

△

ＪＲ北海道､札幌駅西口ホテルを建設
��北海道は､ ��札幌駅西口 (中央区北�西�) に
ビジネスホテル建設を発表｡ ��階建て部屋数約���室､
シングルが主体で�月に着工｡ �	年春の開業予定｡
建設費は約��億円｡

����

△

����

△

千歳レラ､入場客�����万人突破
千歳アウトレットモール・レラ (千歳市) の来場者
数が､�
���万人を突破した｡ ��年�月の開業から､
約�年
ヵ月｡ 内訳は､ 道内が約	�％ (うち札幌市
が約��％)､ 道外が約��％､ 海外が約�％｡

道産技術が国家事業に
経済産業省は､ 次世代のインターネット情報検索技
術を開発する国家事業に､データクラフト (写真素材
データ製作販売・札幌) など道内企業�社と北大に
よる共同事業を採択した｡本年度の予算額は､��億円｡

���

△

����

△

倶知安に	戸	億円のコンドミニアム
豪州系不動産会社・ニセコアルパインデベロプメン
ツは､ 倶知安町ひらふ地区に､ 全��戸の大型コンド
ミニアムの建設を発表｡ 総事業費約��億円｡ �戸�
億円程度で販売｡

ノルディックスキー世界選手権開幕
単独大会としては､ アジア初となる同大会が開幕｡
開会式には､ 約
万人の観客が訪れた｡ 今大会には
日本を含む��カ国から選手､ 役員の計�千人余りが
参加､
競技�	種目で世界一の座を競う｡

���

△
����

△

����

△

���


△

函館－青森間､ 新型高速フェリー就航
東日本フェリー (函館) は､ 新型高速船 ｢ナッチャ
ン����(レラ)｣ の運行を函館－青森間で開始｡ 従
来の半分以下の�時間��分で結ぶ｡

香港資本 ｢ニセコ｣参入
香港の通信大手の����グループが､ 日本ハーモニー・
リゾート (東京､ 倶知安町花園地区で大規模開発を
計画) を買収した｡

台湾観光客､自動車運転可能に
改正道路交通法が施行され､ 台湾の運転免許証を持っ
ていれば日本国内での自動車の運転が可能となった｡

十勝港に飼料基地
丸紅や日本甜菜製糖など�社は､ 広尾町の十勝港に
サイロと飼料工場を組み合わせたコンビナートを建
設すると発表した｡ 総事業費は､���億円｡ ��年�月
の本格稼動を目指す｡

����

△

����

△

��年公示地価､商業地が上昇
道内平均は､ 商業地が前年比��	％上昇 (前年：▲���
％) し､ ��年ぶりの上昇｡ 住宅地は同▲���％ (前年：
▲���％) で
年連続下落幅縮小｡ 札幌市は商業地が
同���％､ 住宅地が同���％上昇｡

�
年度 ｢旭山｣入園者数全国�位
旭山動物園の��年度総入園者数が､ ���万���人 (前
年比����％増) となり過去最高を記録｡ 上野に次い
で�年連続で全国�位となった｡


��


△


���

△


���

△


���

△


��


△

���､ 試験的営業運行を開始
��北海道が開発した､ 鉄陸両用車両デュアル･モー
ド･ビークル (���) が､ 釧網線 (浜小清水駅～藻
琴駅間) で試験的営業運行を開始｡

新千歳－北京の定期便就航
新千歳空港と中国の北京空港を結ぶ初の定期直行便
が就航 (中国国際航空)｡ 水・土の週�往復｡

室蘭に大型��｢モルエ中島｣開業
新日鉄都市開発が事業主体となった商業施設 ｢モル
エ中島｣ がオープン｡ ｢スーパーアークス｣､ ｢ゼビオ｣
を含む��店舗｡

アイシン北海道生産開始
アイシン北海道 (苫小牧市) が､ 生産を開始｡��(自
動変速機)に取り付ける部品を生産｡品目や生産量を
拡大予定で､今年度末には従業員���人体制を整える｡

デンソー､ 千歳に進出を表明
トヨタ自動車系で､ 国内最大の自動車部品メーカー､
デンソー (愛知県刈谷市) が千歳市への進出を表明｡
��年�月に操業開始｡ ����年までに累計で約���億円
を投資する｡

����

△

�����

△

�����

△

��年上期道内工場立地��件
北海道経済産業局が発表した､ ��年上期 (�－�月)
の道内工場立地動向 (速報)によると､ 立地件数は��
件 (前年同期比�件増) で､ �年連続で前年同期を
上回った｡

地域資源活用プログラム､�
社認定
経済産業省が､農産物や景観など地域資源のブランド化
を目指して創設した｢中小企業地域資源活用プログラム｣
に基づいて事業を進める中小企業を認定｡ 道内企業は､
都道府県別で最多となる��社にのぼった｡

産業遺産に､道内�
ヵ所��件認定
経済産業省は､ 産業遺産約���件を全国で認定した｡
道内は ｢夕張鹿鳴館｣ や ｢ニッカウヰスキー余市蒸留
所｣など��ヵ所､個別の施設・物件で��件が入った｡

����

△

�����

△

����


△

����


△

�����

△

����


△

雪印乳業の新チーズ工場稼動
年間�万トンのチーズ生産能力を持つ｢なかしべつ工場｣
(中標津町)が本格操業を開始｡今後､森永乳業(別海町)､
明治乳業(芽室町)も工場の新増設でチーズを増産する｡

道産新米の販売好調
��月初旬から販売を開始した道産新米は､ ��月末ま
での販売実績が前年比��％増の���万トン｡ 道産米は
道民の消費増に加え､ 道外の外食産業でも人気上昇｡

ダイナックス､部品工場新設
クラッチ板製造国内最大手の同社 (千歳市)は､ ブル
ドーザー等建設機械向けのクラッチ板､ ブレーキ板
を生産する新工場 (本社敷地内) の計画を表明｡ �	
年�月から稼動予定｡

光生アルミニューム工業が苫東に進出
自動車用アルミ製品製造の同社 (愛知県豊田市､アル
ミホィールなどを生産) が､ 苫東に進出を決定｡ �	
年後半の生産開始を目指す｡

｢白い恋人｣販売再開
 月から生産を停止していた石屋製菓が社内体制を
見直し､
ヵ月ぶりに販売を再開｡

トヨタ北海道､��生産能力増強
同社は､ 小型車向け自動変速機 (��!の生産能力を
�割増強すると発表｡ 投資額���億円､ �	年�月稼動
予定｡

���

△

���

△

����

△

新千歳－大連線就航
新千歳空港と中国､ 大連を結ぶ定期直行便が就航
(中国南方航空)｡ 水・土の週�往復｡

自動車産業の経済効果�����億円
北海道経済産業局は､ ��年に自動車関連産業が道内
経済に及ぼす経済効果は生産額で約�
���億円､ 雇用
者数で約�万�千人になるとの試算を発表｡

｢北海道洞爺湖サミット｣に名称決定
�	年に洞爺湖町を中心に開催される主要国首脳会議
("月"～#日) の正式名称が ｢北海道洞爺湖サミッ
ト｣ に決定｡ 道経連の試算によると､ 道内への経済
効果は今後�年間で計���億円｡


��

△


��


△


���

△

バイオ燃料､道内�事業に助成
農水省は､ バイオエタノールの生産､ 販売事業に助
成する ｢バイオ燃料地域利用モデル実証事業｣ に､
北海道農業バイオエタノール燃料推進協議会 (ＪＡ
道中央会等)､ 北海道バイオ燃料地域協議会 (オエノ
ン等) と新潟�団体を選定｡

�������､ 経済効果�
�億円
｢第��回$%&�'%(ソーラン祭り｣ が�－��日に開催さ
れ､道内外から���チーム､約�万
千人の踊り手が参加｡
期間中の経済効果額は､���億�
	��万円($%&�'%(ソー
ラン祭り組織委員会)､観客数は､���万�
���人(プレイ
ベントを含む)と､ともに過去最高を記録｡

食肉偽装発覚
苫小牧の食肉会社による牛ミンチ偽装事件が発覚､
全国的に食品表示への関心が高まった｡

����

△

道内ガソリン､灯油最高値
石油情報センターのまとめ (��)
時点) によると､
道内ガソリン店頭販売価格が�����円)�､ 灯油配達
価格が��円)�と最高値を更新｡

※各企業・団体の発表資料､ 新聞報道を参考に当研究所作成

����� 調査ニュース ���	�� �

��年道内の主な産業日誌
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